日本学術振興会「平成26年度採用分特別研究員PD,DC1,DC2,RPD,海外特別研究員」の募集について

制度の概要

　特別研究員制度は、我が国トップクラスの優れた若手研究者に対して、自由な発想のもとに主体的に研究課題等を選びながら研究に専念する機会を与え、研究者の養成・確保を図る制度です。
　詳しい制度の概要・募集要領については以下のページをご参照ください。

· 日本学術振興会特別研究員のページへ
· 日本学術振興会海外特別研究員のページへ[image: image1.png]



採用区分

(１)特別研究員－ＤＣ１
(２)特別研究員－ＤＣ２
(３)特別研究員－ＰＤ　(特別研究員－ＳＰＤ)
(４)特別研究員－ＲＰＤ
※特別研究員－ＳＰＤについては特別研究員－ＰＤに申請し、合格した者の中から特に優れた者を採用する。
(５)海外特別研究員

所内応募締切・提出先

●所内締切

特別研究員－ＤＣ,ＰＤ　平成２５年５月１７日(金)１７：００
特別研究員－ＲＰＤ　　 平成２５年４月１９日(金)１７：００
海外特別研究員　　　  平成２５年４月２６日(金)１７：００

●提出先

事務部業務課調整係　（内線4016）
提出書類

●特別研究員－ＤＣ
(１)申請書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　(A4判両面印刷)原本１部、(同)写し７部
（申請書の原本がカラーの場合、写し（7部）もカラーで作成してください）
・電子申請システム上で入力した「申請書情報」と所定の様式を用いて作成した「申請内容ファイル」をそれぞれ印刷し、併せたものを申請書とします。
(２)評価書：現在の研究指導者より・・・・・・・・・・・・・・・・　(A4判両面印刷)原本１部、(同)写し６部
※評価者が原本及び写しを作成し、評価者自らこれらを併せて封筒（角2）に入れ厳封して下さい。
 (３)以下は該当者のみ提出
・休学証明書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原本１部、(同)写し１部
　大学院博士課程（前期課程は除く）在学中に休学期間がある場合のみ。
●特別研究員－ＰＤ
(１)申請書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　(A4判両面印刷)原本１部、(同)写し７部
（申請書の原本がカラーの場合、写し（7部）もカラーで作成してください）
・電子申請システム上で入力した「申請書情報」と所定の様式を用いて作成した「申請内容ファイル」をそれぞれ印刷し、併せたものを申請書とします。
(２)評価書：2名の評価者より・・・・・・・・・・・・・・・・　(A4判両面印刷)原本各１部、(同)写し各６部
　　　　　　評価書1：採用後の受入研究者

　　　　　　評価書2：申請者の研究を良く理解している研究者

※評価者が原本及び写しを作成し、評価者自らこれらを併せて封筒（角2）に入れ厳封して下さい。
 (３)以下は該当者のみ提出
・受入研究室選定理由書（特例措置希望者）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原本１部、(同)写し７部
　採用後、研究に従事する研究室について、特例措置を希望する者のみ
・外国人登録済証明書などの日本に永住を許可されていることを証明する書類（外国人の場合のみ）
・・・・・・原本１部、(同)写し１部
●特別研究員－ＲＰＤ
(１)申請書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　(A4判両面印刷)原本１部、(同)写し７部
（申請書の原本がカラーの場合、写し（7部）もカラーで作成してください）
・電子申請システム上で入力した「申請書情報」と所定の様式を用いて作成した「申請内容ファイル」をそれぞれ印刷し、併せたものを申請書とします。
(２)評価書：2名の評価者より・・・・・・・・・・・・・・・・　(A4判両面印刷)原本各１部、(同)写し各６部
　　　　評価書1：研究中断前の受入研究者、現在の受入研究者、採用後の受入研究者のいずれか

　　　　評価書2：申請者の研究を良く理解している研究者

※評価者が原本及び写しを作成し、評価者自らこれらを併せて封筒（角2）に入れ厳封して下さい。
(３)出産・育児による研究中断状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１部

（出産・育児の事由を証明する書類を添付し併せて封筒（角2）に入れ厳封封）
　※母子手帳の写しの代わりとして住民票又は戸籍抄本等（申請者と子供、それぞれの氏名と

生年月日が記載された証明書類）の原本でも構いません。

(４) 外国人登録証明書などの日本に永住を許可されていることを証明する書類（外国人の場合のみ）
・・・・・・原本１部、(同)写し１部
●海外特別研究員（26年度採用分募集より電子申請システムのみで申請）
(１)申請書（申請書は次の4つから構成されます。）
　　①申請書情報

　　②申請内容ファイル
　　③評価書

　　　※評価者は申請者の研究を良く理解している研究者1名に限ります。

　　④受入意思確認書

（作成にあたっての注意事項）
・申請書はモノクロ（グレースケール）印刷を審査委員に送付するため、印刷した際、内容が不鮮明とならないよう、作成にあたっては留意して下さい。
	今回の募集からの主な変更点


１．DC、PDの年齢要件の改定

平成26年度採用分より、申請資格の年齢要件を廃止

※ただし、PDについては、博士の学位取得後期間（5年未満）の上限を超えると申請できない。
２．人文学、社会学分野における満期退学者の取扱いについて

　人文学、社会科学分野における「満期退学者」については、年数制限を設置し、「満期退学後3年以内の者」に取扱いを変更。
３．海外特別研究員事業に係る申請書の提出について

　　申請書は紙媒体での提出は廃止となり、電子申請システムでの提出のみ。
電子申請システムID・パスワードの発行について

本申請は、日本学術振興会電子申請システムを通じて行いますので、申請者は事前に電子申請システムのＩＤ・パスワードを取得する必要があります。申請希望者は別紙「研究者養成事業ＩＤ・パスワード発行(登録内容変更)申請書」にご記入の上、平成２５年５月１０日(金)（特別研究員－ＲＰＤ及び海外特別研究員の場合は平成２５年４月１２日(金)までに）業務課調整係あて提出してください。

※電子申請システムID・パスワードの発行について
・PD（RPDも含む）及びDC２申請者の場合

→申請者が特別研究員として研究に従事する予定の機関（大学）で発行

・DC１申請者の場合

　　→申請者が現在在学する大学（又は出身の大学）で発行


研究者養成事業ＩＤ・パスワード発行(登録内容変更)申請書
	申請内容
(該当するものに○を付けてください)
	新規登録　　　登録内容変更
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	部局名
（該当する番号に○を付けてください。不明の場合はマークしなくても差し支えありません。）
	１　　栄養疫学研究部
２　　健康増進研究部
３　　臨床栄養研究部
４　　栄養教育研究部
５　　基礎栄養研究部
６　　食品保健機能研究部
７　　情報センター
８　　国際産学連携センター
９　　その他（　　　　　　　　　　　）

	受入研究者氏名
	

	申請者の生年月日
	西暦　　　　　年　　月　　日


※部局名については平成25年4月1日時点においてＤＣ１申請の場合は現在の指導研究者の部局名、ＤＣ２、ＰＤ、ＲＰＤ申請の場合は受入研究者の所属部局となります。
	ご連絡先・電子申請システムＩＤ・パスワードの送付先
	ＴＥＬ
	

	
	Ｅ-mail
	

	
	書類送付先（当所内）
	

	応募する
採用区分
	ＤＣ１　／　ＤＣ２　／　ＰＤ　／　ＲＰＤ


※「申請者登録通知書」（または「パスワード再設定通知書」）はEメール添付にて発送します。上記「書類送付先（当所内）」欄には所内で確実に受け取りできる送付先を記入してください。
問い合わせ先


独立行政法人


国立健康・栄養研究所


事務部業務課調整係


〒162-8636


東京都新宿区戸山1-23-1


TEL 03-3203-5721（内線4016）


FAX 03-3202-3278


Mail � HYPERLINK "mailto:eiken-chousei@nih.go.jp" �eiken-chousei@nih.go.jp�








